
6 生活意識の状況  

生活意識別世帯数の構成割合をみると、「苦しい」（「大変苦しい」と「やや苦しい」）が 57．2  

％、「普通」が 37．7％となっている。   

年次推移をみると、「苦しい」と答えた世帯の割合は、近年、増加している。（図11）  

図11生活意識別世帯数の構成割合の年次推移  

0％   10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 10（）％  

特定の世帯の生活意識別世帯数の構成割合をみると、「苦しい」と答えた世帯の割合は、  

「母子世帯」で85．1％と最も高くなっている。（図12）  

図12 全世帯及び特定の世帯別にみた生活意識別世帯数の構成割合  
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Ⅲ 世帯員の健康状況  

1 自覚症状の状況  

病気やけが等でl－i覚症状のある甘（有訴者）は人［1千人当たり327．6人（この割合を「有   

訴者率」 という。）とな／）ている  

有訴者率（人「」千対）を性別にみると、男2㈹．6、女：う6ニう．2で女が高くなっている。  

隼齢階級別にみると、「5～14歳」〔7）206．6が最も低く、年齢階級が高くなるに従ってト昇   

し、「75へ牒・1歳【では5′11．8となっている。（表‖）  

症状別にみると、男では「腰痛」での有訴者率が最む高く、次いで「肩こり」、「せきやた   
んが山る」の川f享、 女では「肩二り」が最も高く、次いで「腰痛」「J二足の関節が痛む」（7）順   

となっている、（図1：う）  

表11什・年齢階級別にみた有訴者率（人rl千村）  

平成19隼   平成16年  

年齢階級  
総 数t  男 女   総 数l 男 女   

総  数   ：う27．6  289．6  363．2   ：う17．1  281．ご′1  350．5   

0～ 4歳   271．5  277．9  264．8   267．4  277．3  257．1   

5 へ／ト4   206．6  215．9  1（）6．9   201．2  206．8  195．3   

15 ′一し 2：一二i   207．2  177．4  2こう7．9   203．4  171∴′1  2：う6．1   

25 ′、 こ二；‘′4   25ノ′1．9  207∴ミ  ニう01．0   2′′i6．0  201．0  289．1   

35 ～ 斗4   286．1  242．0  ニう28．5   272．8  235．6  308．7   

45 ′一－ 54   ：う10．4  259．2  360．0   30‘′4．2  262．0  345．6   

55 へノ 64   369．6  ：う29．4  408．1   367．3  3：う0．7  401．9   

65 へノ174   16ニう∴う   131．0  192∴う   162．1  427．0  ∠193．1   

75 ～ と；4   541．8  513．5  5（う2．3   537．1  51ご4．0  552．9   

85歳以上  526．0  531．6  52：う．4   529．4  5：う8．4  525．こう  

（再掲）  

65歳以仁  496．1  464．8  520．6   493．1   J161．3  517．4   

70歳以上   520．▲4  49‘′4∴4  5ニう9．5   518．0  489．7  538．0   

75歳以上   538．2  516．8  552．3   5：う5∴1  518．2  546．3   
け：1）作調肴二ごtノ、㍍昔沃仁王左い′バ、分＝ヒ左ゾ州け㌣U寸鉄に＝人ドノL三首／‡了「′㌻rJ．  

ざ）絞れ∴∫ヒ、冊＝、．汗ノー′／キJ．  

図1：弓 性別にみた有訴首率の上位5症状（複数回答）   
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2 通院者の状況  

傷病で通院している者（通院者）は人口千人当たり333．7人（この割合を「通院者率」と  

いう。）となっている。   

通院者率（人口千対）を性別にみると、男311．3、女354．7で女が高くなっている。   

年齢階級別にみると、「15～24歳」の119，5が最も低く、年齢階級が高くなるに従って上昇  

し、「75～84歳」で692．6となっている。（表12）   

傷病別にみると、男女とも「高血圧症」での通院者率が最も高くなっている。（図14）  

表12 性・年齢階級別にみた通院者率（人「1千対）  

年齢階級   
平成19年   平成16年  

総 数l男 】 女   総 数l男 女   

総  数   333．7  311．3  354．7   325．4  302．7  346．7   
0～ 4歳   172．1   182．7  160．9   183．0  202．1   163．0   
5 ′、14   170．6  184．3  156．3   179．9   191．7  167，6   
15 ～ 24   119．5  107．8  131．6   123．0  107．4  139．0   
25 ヘノ 34   168．3   134．8  200．7   170．7  134．7  205．2   
35 ′、 44   213．3  192．8  233．1   206．7  189．4  223．4   
45 ～ 54   307．3  287．8  326．2   303．0  287．6  318．0   
55 ′－）64   449．7  431．4  467．3   448．5  430．6  465．4   
65 ヘノ 74   608．8  598．9  617．7   612．0  595．8  626．3   
75 ～ 84   692．6  684．4  698．4   688．3  685．0  690．5   
85歳以上  617．3  638．3  607．7   618．3  635．4  610．5  

（再掲）  

65歳以上  638．0  629．4  644．7   637．9  626．2  646．9   
70歳以上   665．7  662．0  668．4   666．3  658．5  671．9   
75歳以上   675．4  676．1   674．9   673．3  676．5  671．3   

往l）通l㍍者には人l；ン‘こ者卜土了キまないが、分付となる11ト岩＝人H数にF土人l；ン‘こ首を言む   
2）「総数」には、隼齢イく．洋を合む）  

図14 性別にみた通院者率の上位5傷病（複数回答）  
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3 日常生活への影響  

6歳以上の者（入院者は除く。）について、健康上の問題で日常生活への影響がある者は   

人口千人当たり106．7人（この割合を「日常生活に影響のある者率」という。）となっている。  

日常生活に影響のある者率（6歳以ヒ人口千対）を性別にみると、男95．6、女117．0とな   

っている。  

影響の内容をみると、「仕事・家事・学業」46．0、「日常生活動作」ニi7．2、「運動」33．9、「外   

出」33．7とな／⊃ており、男女ともに「仕事・家事・学業」が最も高くなっている。（表13）   

表13 性・年齢階級別にみた日常生活への影響がある者（複数回答）率（6歳以上人口千対）  
、l｛成19年   

口常′t二倍  

への影響  

がある者  

性  
年齢階級  運 動  その他  

総  数   
6 ～14歳   
15／、 24   

25 ′、 34   

35 ′一－ 44   

45 ～ 54   

55 ～ 64   
65 ′、 74   

75 ～ 84   
85歳以上  

（再 掲）   

65歳以上   

70歳以上   

75歳以上   

男   
6～14歳   
15 ′一、一 24   

25 ′、、－ 34   

35 ヘノ 44   

45 ′、－ 54   

55 ～ 64   

65／、 74   

75 ～ 84   

85歳以上  

（再 掲）   

65歳以上   

70歳以上   

75歳以上   

女   
6 へ1′1歳   

15 ′、 2∠4   

25 ′、〉 34   

：う5 へノ 44   

45 一－ 5／壬   

55 一＼－ 64   

65 ′＼－ 7′1   

75 ′＼）84   

85歳以上  

（再 掲）   

65歳以上   

70歳以卜  

33．7  ′16．0   

4．3  11．0   

6．9  18．7  

12．0  29．8  

13．0  36．7  

16．5  47．1  

25．9  49．2   

56．3  63．1  

133．3  107．1  

213．0  128．4   

98．0  84．5  

121．7  97．2  

151．5  112．0   

26．0  36．2   

5．2  11．6   

5．9  14．9   

8．1  22．1   

9．3  30．5  

12．1  38．1   

21．7  44．5   

52．1  51．1  

112．9  79．8  

190．7  104．2  

81．6  64．2  

101．5  72．9  

127．0  84．2  

∠10．8  55．2   

3．4  10．4   

7．9  22．6  

15．8  37．3  

16．6  42．6   

20．7  55．ボ   

ニー0．n  53．7   

60．1  73．9  

1′1日．0  126．9  

22こう．2  i39．5   

110．R  lO（）．5  

1こi6∴′1  11∫1．9  

167．5  1二う0．2  
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4 健康状態  

6歳以上の者（入院者は除く0）について、自覚症状の有無、通院の有無、日常生活影響  

の有無による健康状態の構成割合を性別にみると、「自覚症状・通院・生活影響ともなし」  

の者は男49・6％、女42・1％となっており、「自覚症状・通院・ 生活影響ともあり」の者は男  

6■7％、女8．6％となっている。（表14、図15）  

表14 性別にみた健康状態の構成割合（6歳以上）  
（単位：％）  平成19年   

自覚症状・通院・   自覚症状・通院・   自覚症状・通院・  

性   総  数          生活影響ともなし   生活影響いずれ  生活影響ともあり   

かあり  
総 数   100・0  45．7  35．5  7．7   

男   100・0  49．6  33．2  6．7   

女   100・0  42．1  37．6  8．6   

注：1）入院者主夫含主ない 

2）「総数」には、健樋状態イこ．ifを含む。  

図15 性・年齢階級別にみた健康状態の構成割合  

平成19年  

総  数  

6～11歳  

15～21  

25～34  

：う5へ一∠14  

45′、－5′1  

55′、6ノ1  

65一＼一7′i  

75へヰ‖  

85歳以．仁  

（再掲）  

65歳以仁  

70歳以上  

75歳以l二   

100％  HOqど，  600f，  ′10％  20？も  0ワん  0％  20ワも  40％  60切；  80％  100？f，  

自覚症状・  
E＝コ 通院・生活  
影響ともなし  

自覚症状・通院  
国1三活影響いずれ  
かあり  

自覚症状・  
－ 通院・生活 監歪】イこ詳  
影響ともあり   

ナi三：入院者は含まない。  
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5 健康意識  

6歳以トハ者（人ド）一こ者は除くノ）について、健康意識の構成割合をみると、自分の健康を  

「よいと一思／つていろ勘（「よい」と「まあ上い」をあわせた者）はこう5．9（）ムとな／つており、「ふ  

つう」4ふ3（さ′；〕、「あ去りょくない」11．2（ヱ′ム、「ょくないjl．8（シムとな／）ている⊂、   

r′†分の健康を jょいと想っている甘」を性別にみると、臥う7．8（｝も、女こう4．0（豆，となっている 

（表15）  

長15 性・隼齢階級別にみた健康意識の構成割合  

汗：人㍍者上汁キトない   



6 悩みやストレスの状況   

12歳以上の者（入院者は除く。）について、日常生活での悩みやストレスの有無別構成割  

合をみると「ある」48．2％、「ない」45．6％となっている。（図16）   

悩みやストレスがある者を性別にみると、男43．8％、女52．2％で、年齢階級別にみると、  

男女ともに「35～44歳」が最も高く、年齢階級が高くなるに従ってその割合はおおむね低下  

傾向にある。（表16）   

また、15歳以上の仕事のある者（入院者を除く。）について、性・職業別にみると、男で  

は「販売従事者」「事務従事者」、女では「専門的・技術的職業従事者」「事務従事者」が高  

くなっており、すべての職業において女が男を上回っている。（図17）  

図16 悩みやストレスの有無別  表16 性・年齢階級別にみた悩みやストレスが  

構成割合（12歳以上）  

注：入院者は含まない。  
注：入院者は含まない。  

図17 性・仕事の有無一職業別にみた悩みやストレスがある者の割合（15歳以上）  
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7 こころの状態  

12歳以上の者（入院者は除く。）について過去1か月間のこころの状態（頻度別）の構成   

割合をみると、「いつも」の割合は各項目で0．9～2．5％となっている。  

同様に性別にみると、6項目全てにおいて女の方が同じか高くなっている。（表17）  

表17 性別にみたこころの状態（頻度別）の構成割合（12歳以上）  
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汗：人Ii完首は含主／己し   

「いつも」「たいてい」「ときどき」を合わせた割合を性・年齢階級別にみると、女の年齢  

階級が「25～34歳」「35～44歳」の者が高くな／）ている。（図18）  

匝＝8 性・年齢階級別にみた「いつも」「たいてい」「ときどき」の合計の割合  
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8 健診（健康診断や健康診査）や人間ドック等の受診状況  

20歳以上の者（入院者は除く。）について、過去1年間の健診（健康診断や健康診査）や  

人間ドックの受診状況をみると、受けた者は61．4％、受けなかった者は34．5％となっている。   

仕事の有無別に健診や人間ドックを受けた者の割合をみると、「仕事あり」は69．4％、「仕  

事なし」は48．6％である。「仕事あり」の者をみると、トー般常雇者」が77．2％と最も高くな  
っている。（図19）  

図19 仕事の有一勤めか自営か無別にみた健診や人間ドックの受診状況の構成割合  

（20歳以上）  

平成19年  
受けなかった  不詳  受けた  

総 数   

仕事あり  

自営業主   

家族従業者   

会社・周体等の役員  

・般常雇者   

l‖以L1年心lごl：i〟）   

契約〃）雇用音   

Il々又は1ノ】末il埼び）   

契約の雇Hト苫   

家庭内職者  

仕事なし   

家事（専業）  

4．0  

3．0  

3．9  

1∴う  

2．9  

2．5  

：∋．0  

′l．8  

2．6  

5．2  

4．4  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

注：入院者は含まない。   

また、健診や人間ドックを受けた者を年齢階級別でみると、男女ともに「45～54歳」が最  

も高く、男は74．6％、女は62．6％となっている。（図20）  

図20 性・年齢階級別にみた健診や人間ドックを受けた者の割合  

平成19年   

総 数  20～24歳  25～34  35～44  15～54  55～64  65～74  75～84  85歳以上  

往：入】；1‘こ者は合壬ない 
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健診や人間ドックを受けた者はどのような機会に受けたのかをみると、男は「職場におけ  

る健診」が57・7％と最も多く、次いで†‾市区町村で行う健診」が22．1％、「人間ドック」が  

10・2（沌となっており、女は「巾区町村で行う健診」が42．3％で最も多く、次いで「職場にお  

ける健診」がニi7．5％、「人間ドック」が7．9％となっている。（表18）  

表18 性別にみた健診や人間ドックの受診機会（複数回答）の割合（20歳以上）  

し単位：しこねノ  平成19年   

総数  市区町村で  
性  

学校に  
行う健診   

総数   100．0  31．8  48．1  2．2  9．1  5．3   

男   100．0  22．1  57．7  2．4  10．2  4．2   

女   100．0  42∴う  37．5  2．0  7．9  6．5   
注：1）入院者は含まない〔  
2）健診や人間ドックを受けた者を100とした割合である。  

また、健診や人間ドックを受けなかった者について、その理由別にみると、「心配な時は  

いつでも医療機関を受診できるから」が30．6％と多くなっている。（表19）  

表19 健診や人間ドックを受けなかった理由（複数回答）の割合（20歳以上）  

2）健診や人l‖ト∵ソクろ上之＝り王カ／〕た苫・を川0とした割合である   

40歳以上の者（子宮がん検診は20歳以上。入院者は除く。）について、過去1年間にがん  

検診を受診した者をみると、男女とも「胃がん検診」が最も高く、男で32．5％、女で25．3％  

となっている。（図21）  

図21性別にみたがん検診（複数回答）を受診した者の割合  

平成19年   

㌧’～がん楓チ今  肺がん検．…‘今   「宮がん検．テ今  乳がん検診  大腸がん検診  

汗：］）人Fユ′′JLれL／キLプごい  

2）JJ、′′しイ）‡‖畑土却吊汀ノ、仁、くノ）仙〔ノ）／1りし棉i封＝射止以仁．宣′対象ヒしごいろ  
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Ⅳ 介護の状況  

1 要介護者等のいる世帯の状況  

介護保険法の要支援又は要介護と認定された者（以下「要介護者等」という。）のいる世   
帯を世帯構造別にみると、「核家族世帯」が32．7％で最も多く、次いで「単独世帯」が   

24．0％となっている。  

世帯構造別に要介護度の状況をみると、「単独世帯」では要介護度の低い者のいる世帯の   

割合が多く 、「三世代世帯」では、他の世帯構造に比べて要介護度の高い者のいる世帯の割   

合が高くなっている。（表20）  

表20 要介護者等のいる世帯の世帯構造別にみた要介護度の構成割合  
平成19年  （単位：％）   

（再掲）  

夫婦のみの   
世 帯  

（再掲） 高齢者世帯  

その他の   
世 帯  

三世代世帯  核家族世帯  単独世帯  要介護度  総 数  

［20．1］   ［45．8］  

100．0  100．0   

20．8  30．8   

10．0  16．4  

10．7  14．4  

［32．7］   ［20．2］   ［23．1］  

100．0  100．0  100．0   

22．3  22．8  22．1   

10．4  10．9  9．0  

11．9  11．9  13．1  

［100．0］   ［24．0］  

100．0  100．0  

26．0  39．1   

12．9  22．3  

13．1  16．8  

70．3  56．8  

1．5  1．8   

17．5  20．3   

18．3  15．4   

15．1  12．0   

10．2  5．1  

7．7  2．2  

総  数  

要支援者のいる世帯  

要支援1  

要支援2   

要介護者のいる世帯  

経過的要介護  

要介護1  

要介護2  

要介護3  

要介護4  

要介護5  
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7
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1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 

「総数」には、要介護度不詳を含む。  ）
 
）
 
 

1
 
2
 
 
 

注
 
 
 複数の要介護者等がいる場合は、要介護の程度が高い者のいる世帯に計上した。  

2 要介護者等の状況  

要介護者等を年齢階級別にみると、「80～84歳」が23．2％で最も多く、次いで「85～89  

歳」が21．6％となっている。   

性別にみると、男34．0％、女66．0％と女が多くなっている。（表21）  

表21性・年齢階級別にみた要介護者等の構成割合  

（単位：％，）  
平成19年   

性   総数   
（再掲）  

40～64歳  65～69  70～74  75へ′79  80／＼ノ84  85～89  90歳以上   65歳以上   

総数  ［100．0］100．0  5．2  5．4   10．5   17．8  23．2  21．6   16・3  94・8   

男   ［34．0］100．0  7．5  8．1  14．0   20．0   22．8   16．2   11．∫4   92・4   

女   ［66．0］100．0  4．0  4．0  8．6   16．7  23．4  24．3   18・9  96・0   

注：「総数」には、要介護者等の年齢不詳を含む。  
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介護が必要となった主な原因をみると、要支援者では「関節疾患」が20．4％、「高齢による  

衰弱」が16．5％の順となっている。要介護者では「脳血管疾患（脳卒中）」が27．4％、「認知  

症」が18．7％の順となっている。（表22）  

表22 要介護度別にみた介護が必要となった主な原因の構成割合   
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3 主な介護者の状況  

主な介護者と要介護者等との続柄をみると、要介護者等と同居している家族等介護者が  

60．0％、別居している家族等介護者が10．7％、事業者は12．0％となっている。   

同居している主な介護者の続柄をみると、「配偶者」25．0％、「子」17．9％、「子の配偶者」  

14．3％となっている。   

また、同居している主な介護者を性別にみると、男28．1％、女71．9％と女が多くなっている。  

年齢階級別にみると、男女ともに「50～59歳」が25．2％、31．7％と多くなっている。  

（図22）  

図22 主な介護者と要介護者等との続柄及び同別居の構成割合  
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